
平成22年

№ 489

平成23年

№ 499

広
報

　２月３日の節分の日にちなみに、保育園では豆まきが行われました。
豆まきとは言っても豆をまくのではなく、お菓子を拾い集めます。
手作りのお面を被ったかわいい園児のオニ達は、お菓子拾いにもう夢中。
みんなで拾い集めたお菓子は、みんなで仲良く分け合いました。

3

節分のかわいいオニたちは、

　　あまいお菓子にまっしぐら !



〔 2 〕

区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　額
国民健康保険事業特別会計 7億2,560万円 6億6,861万円 5,699万円
老 人 保 健 特 別 会 計 519万円 466万円 53万円
後期高齢者医療特別会計 4,645万円 4,627万円 18万円
介 護 保 険 特 別 会 計 7億8,640万円 7億4,275万円 4,365万円
簡易水道事業特別会計 1億4,372万円 1億3,894万円 478万円
公共下水道事業特別会計 2億5,649万円 2億5,224万円 425万円
漁業集落排水事業特別会計 3,882万円 3,630万円 252万円
国民健康保険病院事業会計 5億2,396万円 5億2,297万円 99万円

計 25億2,663万円 24億1,274万円 1億1,389万円

町 民 税 1億5,632万円

固 定 資 産 税 1億134万円

軽 自 動 車 税 711万円

町 た ば こ 税 2,989万円

入 湯 税 144万円

計 2億9,610万円

町税の収納状況各会計別決算額

歳  

　
入

歳  

　
出

平
成
21
年
度

決
算
報
告

決
算
報
告

　

昨
年
十
二
月
に
開
か
れ
た
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度

乙
部
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
や
道
か
ら
の
補
助
金
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
ど
の
く
ら
い
納
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
一
般

会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出総額40億6,887万円歳出総額40億6,887万円

自 主 財 源（19.9％
）

道支出金
2億4,711万円（5.8％）

その他
1億8万円（2.3％）

歳　出歳　出

その他
2億3,724
    万円
  （5.8％）

その他
2億3,724
    万円
  （5.8％）

消防費
   1億6,771
          万円

           （4.1％）

消防費
   1億6,771
          万円

           （4.1％）

公　債　費
6億352万円
（14.8％）

公　債　費
6億352万円
（14.8％）

民　生　費
5億8,547万円
（14.4％）

民　生　費
5億8,547万円
（14.4％）

土木費
5億999万円
（12.6％）

土木費
5億999万円
（12.6％）

総　務　費
10億5,447万円
（25.9％）

総　務　費
10億5,447万円
（25.9％）

衛生費
2億9,777万円
（7.3％）

衛生費
2億9,777万円
（7.3％）

農林水産業費
3億3,615万円
（8.3％）

農林水産業費
3億3,615万円
（8.3％）

教　育　費
　2億7,655万円
（6,8％）

教　育　費
　2億7,655万円
（6,8％）

歳入総額42億8,806万円歳入総額42億8,806万円

依　存　財　源（80.1％）

歳  入歳  入
地方交付税
21億523万円
（49.1％）

諸収入
1億1,059万円
（2.6％）

その他
4億4,530万円
（10.4％）

町　税
2億9,610万円
（6.9％）町　債

4億2,031万円
　　　（9.8％）

国庫支出金
5億6,334万円
（13.1％）

国庫支出金
5億6,334万円
（13.1％）

決
算
報
告

　

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会

計
で
は
、
歳
入
が
四
十
二
億

八
千
八
百
六
万
円
（
前
年
度

比
二
十
一
・
八
％
増
）
歳
出

が
四
十
億
六
千
八
百
八
十
七

万
円（
同
二
十
二
・
三
％
増
）、

差
し
引
二
億
千
九
百
十
九
万

円
で
、
実
質
収
支
も
九
千
四

百
三
十
九
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
中
で
最
も
大
き
く
全

体
の
四
十
九
・
一
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

町　

債

　

町
債
は
皆
さ
ん
が
利
用
す

る
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
に

充
て
ら
れ
る
、
国
や
銀
行
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
る
資
金
の

こ
と
で
、
歳
入
全
体
の
九
・

八
％
、
四
億
二
千
三
十
一
万

円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
ト
ッ
プ
は
総
務
費

で
、
十
億
五
千
四
百
四
十
七

万
円
と
全
体
の
二
十
五
・
九

％
を
占
め
、
続
い
て
公
債
費

が
、
六
億
三
百
五
十
二
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
民
生
費
、
土
木
費
、

農
林
水
産
業
費
、
衛
生
費
、

教
育
費
と
続
き
、
各
種
基
金

の
積
み
立
て
や
福
祉
対
策
、

農
・
漁
業
の
振
興
、
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

町　

税

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
町
税
は
二
億
九
千
六

百
十
万
円
（
前
年
度
比
六
・

七
％
減
）
で
、
歳
入
全
体
の

六
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税

　

地
方
交
付
税
は
、
行
政

運
営
を
行
う
の
に
必
要
な

経
費
に
比
べ
、
税
収
が
少

な
い
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
国
が
交
付
す
る
も
の

で
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、

二
十
一
億
五
百
二
十
三
万
円

（
前
年
度
比
二
・
八
％
増
）
と
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町民の負担と使われたお金
（平成22年3月31日現在の人口、世帯数で割ったもの）

一人当たり（4,502 人）
負担した税金

使われたお金

6万6,000円

90万4,000円

一世帯当たり（1,996世帯）
負担した税金

使われたお金

14万8,000円

203万9,000円

町有財産の状況（平成22年3月31日）
土 地
建 物
山 林
証券その他権利

車
基 金 等

一 般 会 計
特 別 会 計

町債の現在高（平成22年3月31日）

2,145,245㎡
71,708㎡

11,097,313㎡
2億7,706万円

27台
35億1,261万円

43億1,085万円
22億6,519万円

決算に見る主な内容（一　般　会　計）

20万円

117万円
19,696万円
1,350万円
1,216万円
2,040万円
7,712万円

1億6,876万円
8,178万円
2,099万円

474万円
3,471万円
8,104万円

941万円
316万円

2,566万円
7,611万円

8,283万円
1,200万円
1,889万円

814万円
4,011万円

歳出総額40億6,887万円歳出総額40億6,887万円

自 主 財 源（19.9％
）

道支出金
2億4,711万円（5.8％）

その他
1億8万円（2.3％）

歳　出歳　出

その他
2億3,724
    万円
  （5.8％）

その他
2億3,724
    万円
  （5.8％）

消防費
   1億6,771
          万円

           （4.1％）

消防費
   1億6,771
          万円

           （4.1％）

公　債　費
6億352万円
（14.8％）

公　債　費
6億352万円
（14.8％）

民　生　費
5億8,547万円
（14.4％）

民　生　費
5億8,547万円
（14.4％）

土木費
5億999万円
（12.6％）

土木費
5億999万円
（12.6％）

総　務　費
10億5,447万円
（25.9％）

総　務　費
10億5,447万円
（25.9％）

衛生費
2億9,777万円
（7.3％）

衛生費
2億9,777万円
（7.3％）

農林水産業費
3億3,615万円
（8.3％）

農林水産業費
3億3,615万円
（8.3％）

教　育　費
　2億7,655万円
（6,8％）

教　育　費
　2億7,655万円
（6,8％）

歳入総額42億8,806万円歳入総額42億8,806万円

依　存　財　源（80.1％）

歳  入歳  入
地方交付税
21億523万円
（49.1％）

諸収入
1億1,059万円
（2.6％）

その他
4億4,530万円
（10.4％）

町　税
2億9,610万円
（6.9％）町　債

4億2,031万円
　　　（9.8％）

国庫支出金
5億6,334万円
（13.1％）

国庫支出金
5億6,334万円
（13.1％）

1,220万円
4,139万円
2,652万円
8,046万円

135万円
3,039万円

1,600万円
360万円

1,883万円
9,228万円

3,131万円
4,743万円
1,351万円

1億8,120万円
1,974万円

1億6,443万円

374万円
1,944万円

626万円
319万円

1,225万円
190万円

3,437万円

議　会　費
　議会広報の発行
総　務　費
　広報おとべの発行
　各種基金積立金 
　公有財産の維持管理
　自治振興対策
　定額給付金給付事業
　地域活性化 ･ 生活対策臨時交付金事業
　地域活性化 ･ 経済危機対策臨時交付金事業
　ICT 利活用地域再生システム開発
　戸籍 ･ 住民票等の発行
民　生　費
　老人在宅福祉対策
　老人福祉施設措置
　障害者自立支援対策
　障害者在宅福祉対策
　乳幼児医療給付
　児童手当の支給
　常設保育園運営費
衛　生　費
　南部檜山衛生処理組合分担金
　各種検診・相談・予防接種
　おとべ温泉いこいの湯運営費
労　働　費
　季節労働者援護対策
　季節労働者等雇用対策

農林水産業費
　農業生産体制の整備
　農業基盤の整備
　町有林の造林及び保育事業
　森林環境・環境基盤の整備
　漁港及び船揚場の維持管理
　サクラマス種苗センター運営費
商　工　費
　商工業の振興
　観光振興事業
　公園等いこいの場の管理
　温泉供給施設の維持
土　木　費
　町道の維持管理
　町道の新設改良
　町営住宅の維持管理
　町営住宅の建替整備
　街なみ環境整備事業
消　防　費
　檜山広域行政組合負担金
教　育　費
　英語指導助手の招致
　学校 ICT 環境の整備
　校舎・施設設備の整備
　教材備品の整備
　スクールバスの運行
　健康づくり・体力づくりの推進
　学校給食費
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こんにちは食改善です

皮から手作りぎょうざ教室を開催しました
　１月 30 日（日）町民会館にて乙部町食生活改善推進委員会および乙部町教育委員会主催の「皮から手作りぎょ
うざ教室」を開催しました。当日は講師に、厚沢部町の料理店彩風塘代表取締役 宮川朝広さんを迎え、35 名の方々
に参加していただき、皮をこねたり、具材を切ったりと楽しい教室となりました。

●●手作りぎょうざレシピ●●

■ぎょうざの皮■（70個分）
　強力粉　500g　米粉　250g　

　塩　17g　ラード　50g　熱湯　適量

●ぎょうざの具●（70個分）
　豚ひき肉　300g　白菜　500g　キャベツ　500g

　にら　半束　長ネギ　30g　しょうが・にんにく　適量

（調味料）　
　しょうゆ　大さじ４　塩　小さじ１　うま味調味料　小さじ２

　上白糖　小さじ２　　こしょう　少々  ごま油　 大さじ１

①皮の材料をボウルに入れ、少しづつ熱
　湯を加え、耳たぶの柔らかさ程度の硬
　さにしたら、ひとつにまとめてラップ
　で包み、生地をねかせます。
②野菜はすべてみじん切りにします。
③②のうち、キャベツと白菜を混ぜ合わ
　せて、さらにその半分の量を、塩に漬け
　ます。しばらくすると水分が出てくる
　ので、水洗いして布でギュッと絞ります。

⑦生地を丸くひろげ３等分に分け、１つづつ直径２㎝程度の棒状にし、さらに３㎝程度の長さに切りわけます。
⑧薄く 10㎝程度の直径になるように伸ばし、具を入れて包みます。
⑨強火でフライパンを熱して油をなじませ、ぎょうざを並べ軽く焼き色をつけた後、水を加えて蒸し焼きにします。
　水はぎょうざ半分くらいの高さぐらいです。蒸し焼き中はなるべく蓋を開けないようにします。
　５分くらいで水がなくなりチリチリと焼ける音がします。この音がポイント !
⑩水が無くなったら、さらに油を注ぎ足してぎょうざに焼き色をつけます。

④肉をねります。調味料を加えて白っぽく、
　粘りが出るように力を入れてよく練りま
　す。
⑤よく練って粘りがでた肉に野菜を加えま
　す。キャベツと白菜を加えて、今度は練
　らないで優しく混ぜます。
⑥しょうがとニンニク、最後に長ネギとニ
　ラを加えます。（香味野菜の風味を活か
　すため最後に入ます）

①

② ④

⑨⑧⑦
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お父さん＝
　　　　　　陳祐　和男さん
お母さん＝

　　　　　　　　奈緒さん
わたしは

　1 歳 9 ヶ月の男の子です。
名前の由来＝
お姉ちゃんたちの名前と似た
響きで、字画を見て決めまし
た。
両親の願い＝
元気いっぱい、たくましく大
きくなってほしいです。

お父さん＝

　　　　　 髙島　博志さん

お母さん＝

啓美さん

わたしは

　1 歳 11 ヶ月の男の子です。

名前の由来＝

漢字の意味や画数を見て決め

ました。

両親の願い＝

友達を大切にする、元気で優

しい子になって欲しいです。
髙島　　司くん

（緑　町）
陳祐　翔世くん

（滝　瀬）

わが家のアイドル

しょうせいつかさ

見
逃
さ
な
い
で
！

　
　
　
　

う
つ
病
の
サ
イ
ン

は
じ
め
に

　

う
つ
病
は
日
本
人
の
５
人
に
１

人
が
経
験
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

増
え
て
い
る
反
面
、「
心
の
弱
い
人

が
か
か
る
病
気
」「
心
の
持
ち
よ
う

で
克
服
で
き
る
」
と
誤
解
し
て
い

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

う
つ
病
は
治
療
が
必
要
な
病
気

で
、
誰
に
で
も
か
か
る
可
能
性
の

あ
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
も
し
、
あ

な
た
の
周
り
に
う
つ
病
に
悩
む
人

が
い
た
ら
、
心
の
症
状
で
受
診
や

相
談
す
る
こ
と
は
特
別
で
は
な
い

こ
と
を
伝
え
、
受
診
（
相
談
）
を

勧
め
て
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
を
疑
う
サ
イ
ン

　

～
周
囲
が
気
づ
く
変
化
～

１　

以
前
と
比
べ
、
表
情
が
な
い

２　

体
調
不
良
の
訴
え
（
倦
怠
感

　
　

な
ど
）
が
多
く
な
る

３　

仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
、

　
　

ミ
ス
が
増
え
る

４　

周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る

５　

遅
刻
、
早
退
、
欠
勤
、
欠
席

　
　

が
増
え
る

６　

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出
を

　
　

し
な
く
な
る

７　

飲
酒
量
が
増
え
る　

な
ど

う
つ
病
へ
の
対
処
法

　

適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、
う

つ
病
は
改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
家

族
や
周
囲
の
人
の
理
解
と
サ
ポ
ー

ト
が
と
て
も
大
切
で
す
。

１　

う
つ
病
を
理
解
す
る

　

う
つ
病
を
理
解
す
る
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
頼
り

に
な
る
の
は
家
族
や
周
囲
の
人
で

す
。
う
つ
病
の
症
状
（
前
述
参
照
）

に
つ
い
て
知
り
、
気
づ
い
て
く
だ

さ
い
。

２　

適
切
な
治
療
を

　

ま
ず
は
内
科
医
に
相
談
し
、
身

体
面
で
異
常
が
な
け
れ
ば
精
神
科

や
心
療
内
科
で
治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

３　

と
に
か
く
休
養
を

　

う
つ
病
の
治
療
で
重
要
な
の
は
、

ゆ
っ
く
り
休
養
を
と
る
こ
と
で
す
。

今
は
充
電
期
間
と
割
り
切
っ
て
、

仕
事
や
家
事
を
休
み
心
身
の
休
養

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

４　

励
ま
し
は
禁
物

　

本
人
は「
期
待
に
応
え
よ
う
」と
、

疲
労
し
き
っ
た
心
と
体
に
ム
チ
を

打
ち
、
か
え
っ
て
負
担
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
励
ま
す
よ
り
は
休

養
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

５　

否
定
や
批
判
は
し
な
い　

　
「
怠
け
て
い
る
ん
だ
ろ
う
！
」
と

は
決
し
て
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
は
病
気
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
ま
し
ょ
う
。

６　

信
頼
で
き
る
協
力
者
を
持
つ

　

家
族
も
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
に
、
医
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

友
人
、
同
僚
な
ど
身
近
な
信
頼
で

き
る
協
力
者
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

江
差
保
健
所
で
は
、
毎
月
一
回
、

道
立
江
差
病
院
神
経
精
神
科
医
師

に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
月
の
相

談
日
は
12
日
で
す
。
利
用
に
は
予

約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
江
差

保
健
所
・
精
神
保
健
担
当
（
電
話

〇
一
三
九-

五
二-

一
〇
五
三
）

ま
た
は
、
役
場
保
健
衛
生
係
（
電

話
六
二-

二
三
一
一
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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一
月
二
十
三
日
、
富
岡
ス
キ
ー
場

に
お
い
て
シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い
富
岡

二
〇
一
一
が
開
催
さ
れ
、
厳
し
い
寒

さ
の
中
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
家
族

連
れ
等
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
ス
キ
ー
協
会
員
を
講

師
に
、
ス
キ
ー
講
習
会
や
歩
く
ス

キ
ー
教
室
で
ス
キ
ー
の
滑
降
指
導
を

受
け
た
後
、
雪
中
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
や
的
当
て
ゲ
ー
ム
、
み
か
ん
拾
い

を
行
い
、
元
気
に
体
を
動
か
し
、
冬

を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
昼
食
に
は
、
富
岡
自
治
会
・
富

岡
た
ん
ぽ
ぽ
会
・
千
岱
野
そ
ば
愛
好

会
が
手
打
ち
そ
ば
を
振
る
舞
い
、
来

場
者
は
冷
え
た
体
を
ぽ
か
ぽ
か
に
暖

め
、
寒
い
冬
の
一
日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

ス
キ
ー
検
定
会
開
催

　

二
月
十
一
日
、
富
岡
ス
キ
ー
場
に

お
い
て
ジ
ュ
ニ
ア
・
級
別
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

が
検
定
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

合
格
者
は
次
の
と
お
り
。

【
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
】

二
級　

奥
村　

愛
香

三
級　

井
田　
　

樹
・
野
口　

愛
斗

　
　
　

早
川　

幸
歩
・
内
海　

太
陽

四
級　

都
筑　

萌
花
・
太
田　

優
吾

　
　
　

工
藤　

菜
央
・
小
松　

歩
叶

　
　
　

佐
々
木
真
生

五
級　

菊
池　

翔
夢

六
級　

永
渕　

太
雄
・
永
渕　
　

碧

【
級
別
テ
ス
ト
】

二
級　

沢
出　

恭
伍
・
久
慈　
　

拳

　
　
　

杉
田　

真
優
・
和
島　

央
法

三
級　

沢
出　

紗
妃

栄 

浜 

地 

区 

　

一
月
十
四
日
、
栄
浜
小
学
校
を

会
場
に
「
学
習
習
慣
と
運
動
習
慣
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
栄
浜
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
児
童
等
三
十
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
学
習
習
慣
の
講

座
で
は
、
檜
山
教
育
局
か
ら
講
師

を
招
き
、
来
年
度
か
ら
小
学
校
で

実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
に

つ
い
て
、
学
校
で
の
勉
強
と
家
庭

学
習
が
連
携
す
る
こ
と
で
学
習
効

果
が
一
層
高
ま
る
と
話
を
聞
き
ま

し
た
。
ま
た
、
運
動
習
慣
の
講
座

で
は
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
と
べ
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
中

川
綾
子
氏
を
講
師
に
、
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
と
室
内
ホ
ッ
ケ
ー
を
実
践
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
は
、
親
子
で

ペ
ア
に
な
っ
て
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
、
室
内
ホ
ッ
ケ
ー
で
は
、
大

人
も
子
ど
も
も
汗
だ
く
に
な
り
、

夢
中
に
な
っ
て
ボ
ー
ル
を
追
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

明 

和 

地 

区 

　

二
月
五
日
、
明
和
小
学
校
を
会

場
に
「
歯
の
健
康
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
、
明
和
小
学
校
児
童
や
地

域
住
民
等
三
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
座
で
は
、
町
保
健
師
か
ら

歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
の
講
話
を
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
聞
い
た

後
、
八
雲
町
在
宅
歯
科
衛
生
士
の

山
木
直
美
氏
を
講
師
に
迎
え
、
歯

の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
歯
に
残
っ
て
い

る
歯
垢
を
実
際
に
赤
く
染
め
出
し

て
、
歯
ブ
ラ
シ
を
手
に
効
果
的
な

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
に
つ
い
て
の

指
導
を
受
け
た
ほ
か
、
歯
の
健
康

に
つ
い
て
の
保
健
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
終
了
後
、
子
ど
も
達
か
ら

は
「
こ
ん
な
に
歯
垢
が
残
っ
て
い

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。
一
日
三
回

し
っ
か
り
歯
を
磨
き
ま
す
。」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、大
人
か
ら
は
、「
歯

の
健
康
に
気
を
つ
け
、
年
に
一
度

は
歯
科
検
診
を
受
け
た
い
。」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　
　

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

第２５2 号

寒
い
冬
の
一
日
を
満
喫

   

～
シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い
富
岡
二
〇
一
一
～

手打ちそばを味わう参加者

出
前
講
座
が

  

開
催
さ
れ
ま
す

室内ホッケーの様子

ブラッシングをする子ども達

家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
て

  　

 

～
家
庭
教
育
出
前
講
座
～

　

三
月
七
日
、
乙
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
生
徒
を
対
象
に
家
庭
教
育
出

前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
北
海

道
大
学
院
教
授
の
町
村
泰
貴
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
携
帯
電
話
と
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
」
に
つ
い
て
の
講
演

を
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し

下
さ
い
。
詳
細
は
後
日
発
行
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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二
月
十
三
日
、
公
民
館
に
お
い

て
第
四
十
五
回
乙
部
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町

内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
等
百
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
て
、
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
。
当
日
は
、「
今
、

心
輝
い
て
、
親
と
し
て
、
人
と
し

て
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
湯
の
川

女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
小
葉
松

洋
子
氏
を
講
師
に
招
き
、「
思
春

期
の
子
ど
も
と
よ
り
よ
い
関
係
を

つ
く
る
た
め
に
」
と
題
し
た
講
演

を
聞
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
医

師
と
し
て
勤
務
す
る
講
師
の
実
体

験
を
も
と
に
、
全
て
の
子
ど
も
達

が
健
全
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達

を
守
り
、
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
は
、
姫
川
小
学
校
児

童
に
よ
る
弁
慶
太
鼓
・
乙
部
丹
波

節
保
存
会
に
よ
る
丹
波
節
・
若
柳

流
み
ど
り
会
に
よ
る
八
瀬
の
白
梅

と
人
恋
さ
ん
さ
の
三
団
体
が
出
場

し
ま
し
た
。
姫
川
小
学
校
の
児
童

は
、
小
さ
な
体
で
迫
力
あ
る
太
鼓

演
奏
を
披
露
し
、
丹
波
節
保
存
会

と
若
柳
流
み
ど
り
会
は
、
歴
史
と

伝
統
あ
る
三
演
目
の
舞
踊
を
優
美

に
披
露
し
た
ほ
か
、
十
三
団
体
が

民
謡
や
三
味
線
を
発
表
し
、
芸
能

祭
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
の
卒
業
式
が
次

の
と
お
り
挙
行
さ
れ
ま
す
。

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

○
三
月
十
三
日

　
　

乙
部
中
学
校（
九
時
三
十
分
）

　

○
三
月
十
八
日

　
　

乙
部
小
学
校（
九
時
三
十
分
）

　
　

栄
浜
小
学
校（
九
時
三
十
分
）

　
　

明
和
小
学
校（
九
時
〇
〇
分
）

　

○
三
月
十
九
日

　
　

姫
川
小
学
校（
九
時
〇
〇
分
）

　

二
月
五
日
、
江
差
町
に
お
い
て

北
海
道
文
化
団
体
協
議
会
主
催
の

檜
山
管
内
郷
土
芸
能
祭
が
開
催
さ

れ
、
管
内
各
町
の
文
化
団
体
等
が

郷
土
芸
能
を
発
表
し
、
文
化
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
芸
能

祭
は
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
郷
土
芸

能
を
後
世
に
残
す
た
め
、
互
い
に

発
表
し
合
う
中
で
、
指
導
者
と
後

継
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

丹波節保存会による舞踊

郷 

土 

芸 

能 

を 

披 

露

　
　

 

～ 

檜
山
管
内
郷
土
芸
能
祭 

～

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携

  
～
乙
部
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
～

【
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
】

■
三
月
十
日　

十
四
時
～

　

町
民
会
館
青
少
年
研
修
室

　

内
容
：
参
加
型
防
災
訓
練
プ
ロ

　
　
　
　

グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　

講
師
：
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
災
害
図
上
訓
練
）

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
函
館

【
高
齢
者
大
学
修
了
式
】

■
三
月
二
十
四
日　

　

十
三
時
三
十
分
～

　

公
民
館
講
堂

　

内
容
：
修
了
証
書
授
与
式

　
　
　
　

芸
能
交
流
会(

予
定)

三
月
の
社
会
教
育
行
事

卒
業
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●謎解きはディナーのあとで            　（東川　篤哉）
●一刀斎夢録㊤㊦                     　　　（浅田　次郎）
●父親が息子に伝える 17 の大切なこと （森　浩美）
●日本一こころを揺るがす新聞の社説   （水谷もりひと）
●母子寮前                           　　　　（小谷野　敦）
●子どもは親を選んで生まれてくる      （池川　明）
●こころと遺伝子                     　　　（村上　和雄）
●きことわ     ※芥川賞受賞作品     　  （朝吹　真理子）
●苦役列車     ※芥川賞受賞作品     　  （西村　賢太）
●漂砂のうたう ※直木賞受賞作品        （木内　昇）
●月と蟹       ※直木賞受賞作品      　  （道尾　秀介）

【児童向け】
●てあそびえほん                  　　　　（ポプラ社）
●むしばいっかのおひっこし        　　 （にしもとやすこ）
●キケンな野良猫王国            　　　   （ローリー・ハルツ）
●めいろなぞなぞ超スペシャル      　　（小野寺ぴりり）
●秘密のスイーツ                  　　　　（はやしまりこ）
●かばた医院のひみつ            　　　   （中島　和子）
●冬にしか会えないお友だち       　　  （宮本　悠輝）
●ふりかけの神さま                　　　  （令丈ヒロ子）
●なきむしオニタン                　　　  （上野　与志）
●トミカ超図鑑                   　　　　  （ポプラ社）
●ぼく、仮面ライダーになる！オーズ編 　（のぶみ）

講師の小葉松洋子氏
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平成 23 年度の介護予防事業
④おたっしゃ体操教室
　楽しく運動して今の若さを保ちましょう  
　　　（対　　　象）　中高年の方や今の若さを保ちたい方ならどなたでも
　　　（内　　　容）　貯筋体操、ボールを使った体操など
　　　（講　　　師）　フィットネススタジオ・ジョイ　　佐々木則子　先生
　　　（場　　　所）　各地区集会施設
　　　（日　　　程）　時間：午後１時 30 分～３時

日　　付 地　　　区 会　　　場
５月18日（水） 豊浜・花磯 とよはま地区センター
６月８日（水） 潮見・三ツ谷 三ツ谷研修会館
６月29日（水） 館浦・緑町・元町 ケアセンターおとべ
７月27日（水） 姫川・旭岱・富岡 姫川ふれあいセンター
８月24日（水） 栄浜 栄浜ふれあいセンター
８月31日（水） 滝瀬 滝瀬寿の家
９月７日（水） 鳥山 ゆりの里活性化センター
９月28日（水） 元和 元和交遊館

日　　付 内　　　容 時　　　間
５月27日（金） 体操①

午後１時 30 分～３時７月14日（木） 体操②
９月９日（金） 体操③
10月12日（水） 栄養講座・調理実習 午後 10 時 30 分～午後１時
11月10日（木） 体操④

午後１時 30 分～３時１月19日（木） 体操⑤
３月23日（金） 体操⑥

⑤男のためのお達者教室	 	 	
　男性ももっと元気に！男らしく！ 
　　　（対　　　象）　65 歳以上男性のみ    
　　　（内　　　容）　貯筋体操、栄養改善講座、調理実習    
　　　（場　　　所）　ケアセンターおとべ（体操）・高齢者ふれあいセンター（栄養） 
　　　（日　　　程） 

⑥高齢者の総合相談	 	 	 	 	
　高齢者の総合相談に対応いたします。
　高齢者の生活全般、介護予防、介護保険に関する相談に対応いたします。 

お問い合わせは
　乙部町地域包括支援センター　（ケアセンターおとべ内）	
　電話　62-5845
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乙部町地域包括支援センター
　自立した生活を送り、介護が必要な状況にならないようにするには、普段からの心がけが大切です。 
　平成 23 年度の乙部町地域包括支援センターで行う介護予防事業のご案内を致します。  

①お達者検診（生活機能評価）	 	

　日常生活を送るための心身の能力が低下していないかを確認する問診です。  
　「介護予防のためのサービスが望ましい」と判定された方に介護予防教室のご案内をします。　　
　　　（対　　　象）　65 歳以上の方（介護認定者を除く）
　　　（実 施 方 法）　①各地区で行う特定健診
　　　　　　　　　　②個別郵便で案内します
　　　（健 診 内 容）　問診
　　　（料　　　金）　無料

②お達者ぴんしゃん教室	 	

　椅子に座りながら、ゆっくり体操して元気な身体づくりをしましょう。     
　　　（対　　　象）　65 歳以上の方      
　　　（内　　　容）　貯筋体操      
　　　（場　　　所）　ケアセンターおとべ      
　　　（送　　　迎）　バス送迎します　※ご利用の方は前日までにご連絡下さい。    
　　　（日　　　程）　時間：午前 10 時～ 11 時 30 分      

月 日 月 日 月 日 月 日

４月 ７日（木） ７月 ７日（木） １０月 ６日（木） １月 12 日（木）

21 日（木） 21 日（木） 20 日（木） 26 日（木）

５月 12 日（木） ８月 ４日（木） １１月 ２日〈水〉 ２月 ２日（木）

26 日（木） 18 日（木） 17 日（木） 16 日（木）

６月 ２日（木） ９月 １日（木） １２月 １日（木） ３月 １日（木）

16 日（木） 14 日〈水〉 15 日（木） 15 日（木）

③お達者いきいき教室
　いつまでもいきいきと自立して暮らすために  
　　　（対　　　象）　お達者健診により「介護予防のためのサービス利用が望ましい」とされた方
　　　（内　　　容）　転倒予防体操、栄養改善講座、口腔機能向上講座など
　　　（場　　　所）　高齢者ふれあいセンター
　　　（送　　　迎）　バス送迎します
　　　（日　　　程）　毎週金曜日　　午前 10 時～２時
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統一地方選挙がスタートします

　　３月 24 日の北海道知事選挙の告示を皮切りに、統一地方選挙がスタートします。投票日は知事
道議選挙が４月 10 日、町長・町議選挙が４月 24 日です。

期日前投票制度・不在者投票制度のご利用を！
　選挙当日、一定の理由により、投票所で投票することが出来ない方は、期日前投票・不在者投票を
ご利用ください。
　期日前投票・不在者投票の期間は、知事選挙が３月 25 日から４月９日、道議選挙が４月２日から４
月９日、町長・町議選挙が４月 20 日から４月 23 日までです。なお、期間中、期日前・不在者投票所（役
場会議室３）では、土日であっても午前８時 30 分から午後８時まで受付しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先　選挙管理委員会（℡：0139-62-2311）

　防災行政無線個別受信機は、通常、家庭用電源で作動していますが、停電時でも使用できるよう中
に乾電池が入っていますので、年に１度は電池交換するようにして下さい。
　電池交換を怠ると、緊急時に放送を受信できなくなる恐れがあるほか、電池からの液もれにより、
受信機が故障する事もありますのでご注意ください。

◆  電池交換の手順  ◆

①コンセント等を抜き、受信機を壁などからゆっくりと外してください。
②ふたの中央を、軽く押しながら矢印側にスライドさせます。
③古い乾電池を外し、新しい単２の乾電池と取り替えます。
※電池交換後はコンセントへの接続と外部アンテナ線（利用の方のみ）への接続を忘れないで下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先　役場総務課交通住民運動係（℡：0139-62-2311）

防災行政無線個別受信機の電池は切れていませんか？

〈タイプ 1〉

〈タイプ 2〉

① ②

②

③

③①
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3 

月

日 曜 行　　　　　　　　事 時　　　　　間 場　　　　　所 〈めじゃーリーグ〉　
対象／メタボリックシンドローム（予備軍を含
　　　む）の方、メタボ予防に興味のある方
内容／身体測定、運動講座、栄養講座
申込先／役場町民課保健衛生係
　　　（電話62―2311）

〈ひよこサークル〉　
対象／1歳6か月からのお子さんと親
内容／ひな祭り

〈お達者ぴんしゃん教室〉
対象／65歳以上の方
内容／イスに座りながらの体操等
講師／理学療法士　小林道夫先生　他
　　　※バスで送迎します。ご希望の方は前
　　　日までに乙部町地域包括支援センター
　　　（電話62―5845）へご連絡ください。

〈リハビリ特診〉
対象／一般町民
内容／理学療法士による機能訓練指導
問合せ／乙部町国保病院（電話62―2331）

〈赤ちゃん相談〉
対象／７か月・９か月のお子さん

〈赤ちゃん健診〉
対象／4か月・12か月のお子さん

〈１歳6か月児・３歳児健診〉
対象／１歳６か月、３歳のお子さん

〈すくすく広場〉
対象／1歳からのお子さんと保護者
内容／自由遊び、絵本の読み聞かせ等
問合せ先／つくし保育園（電話62―2952）

〈健康相談〉
対象／一般町民
内容／血圧測定、健康、育児についての相談

〈ミニひよこサークル〉
対象／０歳からの親子
内容／自由遊び

〈介護予防のつどい〉
対象／65歳以上の方
内容／介護予防の大切さについて
　　　・寸劇
　　　・高齢者の介護などのお話
　　　※バスで送迎します。ご希望の方は前
　　　日までに乙部町地域包括支援センター
　　　（電話62―5845）へご連絡ください。

〈三種混合予防接種〉
対象／生後3か月～7歳6か月未満のお子さん

〈こころの健康相談〉
内容／対人関係、アルコール問題、ストレス
　　　不登校、痴呆などの相談
　　　※事前に予約が必要
申込先／江差保健所健康推進課
　　　（電話0139―52―1053）

〈ぴよぴよ広場〉
対象／0歳から1歳6か月までのお子さんと保
　　　護者
内容／自由遊び、交流

１ 火
めじゃーリーグ 午前10時～正午 町民体育館

献血 午前10時～午後5時 役場横駐車場　他

２ 水 ひよこサークル（ひな祭り） 午前10時～11時30分 緑町寿の家

３ 木
お達者ぴんしゃん教室 午前10時～11時30分 ケアセンターおとべ

リハビリ特診 午後1時30分～３時 国保病院

４ 金

５ 土

６ 日 (休日当番医　半沢医院 )

７ 月

８ 火 赤ちゃん健診・相談 午後1時～1時15分受付 ケアセンターおとべ

９ 水

10 木 1歳 6か月児・3歳児健診 午後1時～1時30分受付 生きがい交流センター

11 金

12 土 すくすく広場 午前9時30分～11時 つくし保育園

13 日 ( 休日当番医　道立江差病院 )

14 月

15 火
健康相談 正午～１時 千岱野研修会館

介護予防の集い 午後1時30分～3時15分 生きがい交流センター

16 水

17 木

お達者ぴんしゃん教室 午前10時～11時30分 ケアセンターおとべ

三種混合予防接種 午後1時～1時30分受付 国保病院

リハビリ特診 午後1時30分～３時 国保病院

18 金

19 土

20 日 	( 休日当番医　佐々木病院 )

21 月 春分の日
(休日当番医　上ノ国診療所 )

22 火 こころの健康相談 午後３時～４時 江差保健所

23 水 ぴよぴよ広場 午前10時～11時30分 町民体育館（幼児室）

24 木 健康相談 午後1時30分～２時20分 ゆりの里活性化センター

25 金 健康相談
午前9時～９時30分 三ツ谷愛郷会館

午前９時40分～10時10分 三ツ谷研修会館

26 土 南部桧山清掃センターは機械点検整備のため休業となります。

27 日 ( 休日当番医　道立江差病院 )

28 月

29 火 ミニひよこサークル 午前10時～11時30分 町民体育館

30 水

31 木

〈備考〉　　○都合により変更することがありますが、あらかじめご了承ください。
　　　　　○未定行事については後日、広報等でお知らせいたします。

3月のカレンダー
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お 知 ら せ
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　建災防江差分会では、有資格者の充足を図るため、次のとおり講習会
を開催致します。会場は檜山建設会館（江差町字円山）、申込期限は 3 月
25 日までとなります。

◎車両系建設機械（整）安全衛生教育（再教育）
　

▲

日　時：4 月 8 日（金）午前 9 時
　

▲

受講料：8,800 円

※問合せ・申込みは同分会（檜山建設協会内　℡ 0139-52-1813）まで

　日　時：平成 23 年３月２日　午後１時 15 分～４時
　会　場：乙部町民会館（℡ 0139-62-3311）
　対応者：江差保健所保健師、法テラス江差弁護士
　参加費：無　料
　申込み：江差保健所（℡ 0139-52-1053）

こころの健康と法律に関する合同相談会 奨学生を募集します
　町では、保護者が町内に居住されている方で、経済的理由に
より高等学校等への修学が困難な方へ、奨学資金を貸与します。
ア．一般貸与
　大学、短期大学、高等専門学校、高等学校に入学、在学し
ている人に貸与します。
イ．産業後継者特別貸与
　農業高等学校及び水産高等学校に進学し、卒業後町内で農・
漁業に従事しようとする人に貸与します。
▽ 貸与額

※応募が多数の場合は、産業後継者特別貸付を優先させてい
　ただきます。
※町税等に滞納がある場合は、貸付できないことがあります。
※他の制度により奨学資金の貸与を受ける場合は、貸付でき
　ません。

▽ 申込期限　４月８日（金）まで
申込方法など詳しくは、役場総務課へお問い合わせください。

（℡ 62-2311）

「重度障害者タクシー料金助成券」と
「高齢者交通費助成割引証」の申請を

受付けます。

区　　　　　　分 貸与額

一般貸与
高等学校 月額　13,000 円
専修学校、高等専門学校、短大 月額　16,000 円
大学 月額　32,000 円

産業後継者特別貸付 月額　25,000 円

　重度障がい者タクシー助成券及び高齢者交通費助成割引証の
交付申請受付を下記のとおり実施しますので、お知らせします。

　重度障害者タクシー料金助成
　　概　要：タクシー利用料金の助成
　　対象者：下肢機能又は、体幹機能障害で 1 級から 3 級の方
　高齢者交通費助成
　　概　要：最寄のバス停と道立江差病院間の
　　　　　　函館バスの利用運賃半額
　　対象者：70 歳以上の方
　　　　　　65 歳以上 69 歳未満の方で後期高齢者
　　　　　　医療保険加入の方

　・申請に必要なもの：印鑑
　・お問い合わせ：役場町民課福祉係（℡ 62-2311）

月日 受 付 時 間 場　　　　　所

３
月
16
日

13:15 ～ 14:15 姫川ふれあいセンター
とよはま地区センター

14:30 ～ 15:30 鳥山ゆりの里活性化センター
三ツ谷研修会館

15:45 ～ 16:45 元和交遊館
栄浜ふれあいセンター

随　　時 役場町民課福祉係

講習会受講者の募集

　日　時：平成 23 年３月 12 日　午後１時～４時
　会　場：江差町文化会館小ホール（℡ 0139-52-5225）
　対　象：地域の一般町民、保健医療・福祉関係者等
　参加費：無　料
　内　容：
　講　演　テーマ『精神疾患』って何？
　　　　　　～精神障がい者に対する理解の促進について～
　　講　師：倶知安厚生病院　精神神経科就任医長
　　　　　　　　　　　　　　　　土田正一郎先生
　シンポジウム　
　　テーマ『精神障がい者の人と地域で暮らすために
　　　　　　　　　　　　　　～今、私たちにできること～』
　　コーディネーター　倶知安厚生病院精神神経科
　　　　　　　　　　　主任医長　土田正一郎先生
　　シンポジスト
　　　函館地域生活支援センター　鈴木崇宏　所長
　　　檜山圏域障がい者総合相談支援センターめい　　
　　　道下康子　地域づくりコーディネーター
　　　南檜山あゆみ共同作業所　　荒木京子　所長
　申込み：江差保健所（℡ 0139-52-1053）

平成 22 年度 精神保健フォーラム in 南檜山

　日　時：平成 23 年３月 16 日　午後３時～４時 30 分
　会　場：檜山振興局・４階講堂（℡ 0139-52-6500）
　対　象：健康づくり推進員、民生委員、一般町民
　内　容：報告『南檜山における脳卒中急性期医療の実態調査結果
　　　　　　　　について』
　講　演『脳卒中の予防と治療について』
　　講　師：道南勤医協江差診療所
　　　　　　　所長　大城　忠　氏
　申込み：乙部町役場町民課保健衛生係 ( ℡ 62-2311)
　　　　　または江差保健所 ( ℡ 0139-52-1053)

脳卒中予防研修会
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外来診療体制
3 月の診療予定です 電子カルテ導入のお知らせ

　当院では、平成 23 年２月 28 日より「電子カルテシステム」
を導入しました。電子カルテを導入すると…
①診療情報をシステムで共有することで、医療従事者は患者
　様の状態の把握が迅速かつ的確にできるようになります｡
②投薬や検査の重複を防ぐなど、医療の安全性を高めること
　ができます。
なお、外来診察受付方法が一部変わります
１）はじめて診察をうけられる方
　・「新患受付」へお越し下さい。
２）予約、再診、過去に診察を受けた事のある方
　・必ず「再来患者受付機」をご利用下さい。
　来院されたことを認識するため、再診予約のある方も診
察券を通して頂きます。受付票（受付番号が判ります）が
印刷されますので必ず診察券を忘れた方は「新患受付」へ
お越し下さい。
　導入当初は待ち時間が多少長くなることが予測されます。
皆様にご迷惑をお掛けする事があるかと思いますが、ご理
解と御協力を頂きますようお願いします。

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　９日、10日、23日、24日
午後　９日、23日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　２日、16日、23日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 11日

●看護職員募集のお知らせ：看護職員を募集しております　電話 52-0036（内線 202）藍
あ い ば

葉
●診療科によっては、曜日によって担当医が変わりますので、御確認下さい。

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
　　　  午後･･･13時00分～14時30分

受 付 時 間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

～介護予防を学び長寿を楽しもう～＜大学卒業等程度＞
○国家公務員採用Ⅰ種試験　受付期間　４月 １ 日（金）～４月 ８ 日（金）
○国家公務員採用Ⅱ種試験　受付期間　４月 11 日（月）～４月 20 日（水）
＜高等学校卒業程度＞
○国家公務員採用Ⅲ種試験　受付期間　６月 21 日（火）～６月 28 日（火）
☆Ⅰ種試験及びⅡ種試験においてはインターネットによる申込みが可
　能ですので、できる限りインターネット申込みをご利用ください。
　（申込専用アドレス http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）  
☆郵送等による申込方法や受験資格等については、下記にお問合わせください。
問い合わせ先：人事院北海道事務局第二課試験係　℡（011）241–1248

国家公務員採用試験のお知らせ 介護予防のつどい

プログラム
○寸劇「あなたとあなたの伴侶の３つの物語」（劇団きらら）
○ちょこっと体操　　　　　　　　　 体操指導員　中川綾子
○「それぞれの立場から言えること」
・「お達者健診」と介護予防を通して

保健師　吉岡紀子
・「介護保険」と「家族」で支えられるのか

包括支援係長・ケアマネージャー　町中　聖
・はたして認知症は怖いのか

認知症グループホーム　ケープ赤石　所長　手塚直志
・施設で暮らすということ

特別養護老人ホーム　おとべ荘　施設長　梁田修二

（日　　時）　３月 15日（火）　午後１時 30分～３時 15 分
（場　　所）　生きがい交流センター
（参加対象）　どなたでもご参加下さい
（申し込み）　３月 11日（金）までに申し込み下さい
（バス送迎）　ご利用の方は必ずご連絡お願いします

お問い合わせ・申し込み
乙部町地域包括支援センター　　電話　62–5845

労働基準監督官の募集開始
・受付期間　郵送・持参　平成23年4月1日(金)～４月１４日(木)
・受験資格 （１）昭和57年４月２日～平成２年４月１日生まれの者
　　　　　 （２）平成２年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
　　　　　　①大学を卒業した者及び平成24年３月までに大学を卒業する見込みの者
　　　　　　②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者
・第１次試験日　平成23年６月12日（日）
・第２次試験日　平成23年７月20日（水）・21日（木）のうち、指定された一日
・第１次試験合格者発表日　平成23年７月５日（火）
・最終合格発表日　　平成23年８月19日（金）

問い合わせ先　北海道労働局総務部総務課人事第一係（℡011-709-2311 
　　　　　　　内線 3508,3511）または最寄りの労働基準監督署（支署）



　

明
和
小
学
校（
宍
戸
了
校
長
）は
、

二
月
五
日
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
参
観
日

が
開
催
さ
れ
、
児
童
や
保
護
者
、

地
域
の
方
、
み
さ
き
保
育
園
児
ら

約
六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
保
護
者
に
児

童
の
学
習
の
様
子
を
参
観
し
て
も

ら
う
こ
と
や
、
地
域
、
家
庭
、
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
児
童
ら
が
準
備
か
ら

運
営
ま
で
を
担
当
し
、
縁
日
の
よ

う
な
会
場
で
は
剣
玉
や
メ
ン
コ
と

い
っ
た
な
つ
か
し
の
遊
び
を
提
供

し
た
他
、
お
米
の
品
種
当
て
ク
イ

ズ
な
ど
趣

向
を
凝
ら

し
た
内
容

に
、
参
加

者
ら
は
一

様
に
楽
し

ん
で
い
ま

し
た
。
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こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね

敦
賀　
　

杏あ
ん

ち
ゃ
ん
（
勇
太
・
梢
・
女
の
子
）

緑
町

山
本　

澪れ

な愛
ち
ゃ
ん
（
哲
哉
・
美
雪
・
女
の
子
）

滝
瀬

佐
々
木
凜り

あ
ん愛

ち
ゃ
ん
（
孝
一
・
美
夏
・
女
の
子
）

緑
町

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

中
村　

鉃
治
さ
ん（
75
歳
）元
和

萬
年　

キ
ミ
さ
ん（
83
歳
）緑
町

菅
原　

友
江
さ
ん（
93
歳
）元
和

明
石　

武　

さ
ん（
74
歳
）豊
浜

ご
け
っ
こ
ん

お
め
で
と
う

　

 

吉
川　

英
徳　
（
緑　
　

町
）

　

 

佐
藤　

聖
子　
（
厚
沢
部
町
）

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町 の 人 口
= 1 月末現在 =

世帯数　2,000（－２）〈＋４〉
人　口　4,440（－４）〈－62〉
　男　　2,047（－２）〈－39〉
　女　　2,393（－２）〈－23〉

  （ ）内は前月との比較増減
　〈 〉内は3月末からの累計増減

１
月
15
日
〜
２
月
14
日

〔14〕

よ
ろ
こ
びか

な
し
み

編
　
集
　
後
　
記

　

先
日
、
明
和
小
学
校
フ
ァ
ミ

リ
ー
参
観
日
で
、
か
わ
い
い
占
い

師
さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

縁
日
の
よ
う
な
会
場
の
、
隅
の

小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に
、
中
が
見
え

な
い
そ
の
お
店
。
入
り
口
か
ら
の

ぞ
い
て
い
る
と
、
顔
を
布
で
隠
し

た
児
童
が
ぽ
つ
り
。
で
も
何
故
か

大
人
気
で
行
列
が
で
き
て
い
ま

す
。

　

勧
め
ら
れ
る
が
ま
ま
足
を
踏
み

入
れ
、運
勢
を
占
っ
て
も
ら
う
と
、

直
後
に
そ
の
人
気
に
納
得
。　

　

児
童
の
考
え
た
占
い
結
果
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
ほ
ん
わ
か
し
た

雰
囲
気
に
何
と
も
心
が
癒
さ
れ

た
、
そ
ん
な
取
材
で
し
た
。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

地域参加の参観日のようす

  さ
ん

  さ
ん

地域ぐるみで
学校を楽しみ

明和小で
ファミリー
参観日開催

日常生活から
骨を守る

骨コツ教室で
骨粗しょう症
を学ぶ

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
知
り
、
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
骨
コ

ツ
教
室
』
が
二
月
十
日
、
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ま
ず
国
保
病
院
で
骨

密
度
を
計
測
し
て
か
ら
、
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
へ
移
動
。
骨
に
刺
激
を
与

え
る
運
動
を
行
っ
た
後
、
乙
部
町

国
保
病
院
副
院
長
の
須
藤
医
師
か

ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

須
藤
医
師
か
ら
は
「
大
事
な
の

は
平
均
寿
命
で
は
な
く
健
康
寿
命
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
血
液
検
査
な
ど
、
骨
密

度
に
関
す
る
検
査
を
受
け
て
欲
し

い
。
早
期
発
見
、早
期
治
療
が
大
事
」

と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者

か
ら
は
質

問
が
相
次

ぎ
、
骨
粗

し
ょ
う
症

へ
の
意
識

の
高
さ
を

伺
わ
せ
ま

し
た
。

熱心に話を聞く参加者たち

選出された辻果怜さん（乙小 6 年）

2010 北海道
女子トレセン

Ｕー 14 メン
バーへ選出

　

将
来
の
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
を

背
負
う
選
手
の
発
掘
と
育
成
を
目

的
と
し
た
、
北
海
道
女
子
Ｕ-

14

ト
レ
セ
ン
（
十
四
歳
以
下)

の
メ

ン
バ
ー
三
十
三
名
（
内
小
学
生
二

名
）
に
、
辻
果
怜
さ
ん
（
乙
部
小

六
年
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
二

月
十
一
日
か
ら
十
三
日
に
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
た
ト
レ
セ
ン
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
み
ま
し

た
。

　

今
後
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
い

た
し
ま
す
。

廣




